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１．はじめに
　本協会は、昨年度（平成14年）日中国交正常化

30周年を祝して「日中合同による循環型社会創造

のためのシンポジウム開催及び実態調査」を実施

した〔「日中科学技術」No. 105（2003.6.20）参照〕。

　今年度（平成１５年度）は、昨年度の事業目的を

踏襲発展する形で表題に示す「循環型社会の創造

に関する日中共同研究」を実施することとし、中

国を訪れ調査等を行った。訪中した時期は平成

１５年１１月２日から９日、その概要は、中国貴

陽市政府訪問と協力打ち合わせ、貴州工業大学で

の日中シンポジウム、貴州師範大学での学術報告

会、貴陽市とその周辺の現地調査、北京の清華大

学訪問と討論及び青島市環境保護局副局長王軍総

工程師との討論である。

　いずれの事業もスケジュール通りに進行し、そ

の目的を充分達することが出来た。特に、中国の

循環経済型モデル都市第１号に指定された貴陽

市、その技術的サポート役である貴州工業大学、

中国の環境政策に重要な係わりを持つ清華大学、

昨年度からの継続である青島市とそれぞれ突っ込

んだ討論ができ、交流を深めたことは大いに意義

あるものと考える。

　又、これら事業には、環境省職員であり現在Ｊ

ＩＣＡの専門家として、中国環境保護総局中日合

作項目弁公室日本代表をされている小柳秀明氏が

同行され、我々の活動を取材し、支援して下さっ

た。我々の活動が高く評価されている証左だと考

えている。

「循環型社会の創造に関する日中共同研究」実施報告

日中科学技術交流協会副会長

　千葉大学名誉教授　　鈴木　伸

日中科学技術交流協会会員

　元千葉県環境部技監　小関　光二

本事業は、環境事業団平成１５年度地球環境基金助成事業「循環型社会の創造に関する日中共同研究」の

成果の一部である

平成１５年度
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２．日程と訪中団の構成
　平成１５年１１月２日（日）に成田を出発し、９

日に帰国する７泊８日の訪中であった。その日程

は表１、訪中団構成は表２のとおりである。

３．貴陽市訪問
（１）１１月２日（日）　

　午前８時３５分新国際空港（成田）第２旅客ター

ミナル出発ロビー３階に集合。１０時３５分発全

日空ＮＨ９０５便に搭乗し、１３時３５分予定どお

り北京国際空港に到着した。北京空港では、現地

旅行者の日本語ガイドと先行団員の横山寛氏が出

迎えてくれ、貴陽乗継ぎまでの４時間を空港内ロ

ビーで休息した。休息後、貴陽出発ロビーにてＪ

ＩＣＡ専門家小柳秀明氏と合流、中国南方航空Ｃ

Ｚ－８６１４便に１７時５５分搭乗、２０時４０分予

定どおり貴陽空港に到着した。空港には、今回の

貴陽訪問の窓口となって戴いた貴陽市政府の許世

国環境保護局副局長と通訳の陳凡女士及び旅行社

の日本語ガイドらの出迎えを受けた。ホテルに向

表２　訪中団団員名簿

職　名 　氏　名 　　　　　　　　　　所　属　機　関　職　名

団　長 鈴木　　伸 日中科学技術交流協会副会長 千葉大学名誉教授

副団長 袖澤　利昭 日中科学技術交流協会々員 千葉大学（工）助教授

団　員 小関　光二 日中科学技術交流協会々員 （元）千葉県環境部技監 　環境カウンセラー

団　員 瀧　　和夫 日中科学技術交流協会々員 千葉工業大学教授

団　員 唐　　常源 千葉大学（理）助教授

団　員 横山　　寛 （社）日中科学技術文化センター参与

（団員：アイウエオ順）

表１　訪中日程（実施日程）

月　　日 活　動　内　容

貴陽到着後、ホテルで貴陽市関係者と日程確認

貴陽市政府訪問・討論

ＪＩＣＡ貴陽市大気汚染対策計画調査団訪問調査

甲秀楼公園、南明河、黔霊公園、ダム視察調査

貴州工業大学表敬訪問・打合わせ

終日、日中環境シンポジウム

日中循環経済学術報告会（一部団員は貴陽市郊外環境調査）

貴陽市政府と日中環境協力話し合い（一部団員は貴陽市郊外環境調査）

金陽新区、貴州水晶有機化工（集団）株式会社視察調査

移動日

清華大学との交流会

青島市環境保護局副局長王軍総工程師と討論

帰国

場　　所

成田→北京→貴陽
成田１０：３５発
北京１３：３５着
北京１７：５５発
貴陽２０：４０着

貴陽市政府会議室

貴陽市ＪＩＣＡ事務所

市内調査

貴州工業大学

貴州工業大学

貴州師範大学

貴陽市政府会議室

現地調査

貴陽→北京
貴陽９：２０発
北京１２：００着

清華大学

ホテル会議室

北京→成田
北京１４：５０発
成田１９：００着

１１月９日（日）

１１月８日（土）
〈北京泊〉

１１月７日（金）
〈北京泊〉

１１月６日（木）
〈貴陽泊〉

１１月５日（水）
〈貴陽泊〉

１１月４日（火）
〈貴陽泊〉

１１月３日（月）
〈貴陽泊〉

１1月２日（日）
〈貴陽泊〉
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かう車中旅行者の女性ガイドが貴陽市の概要につ

いて説明してくれた。ホテル貴陽天怡豪生に着い

たのは、既に２１時半過ぎ、小休止後、２２時か

ら貴陽市政府の許世国氏、陳凡女史とホテルレス

トランロビーで貴陽市滞在５泊６日の日程を固

め、２３時解散した。

（２）１１月３日（月）

　午前中貴陽市政府表敬訪問、午後貴州工業大学

表敬訪問と云う予定である。８時３０分頃、マイ

クロバスにてホテルを出発、貴陽市外事局関係者

の案内で９時頃、貴陽市政府庁舎に到着、会議室

に案内され、最初の会議を開催した。日本側は鈴

木伸団長以下６名とＪＩＣＡ専門家小柳秀明氏の

計７名、中国側は、黄秋斌市長助理、許世国環境

保護局副局長、通訳の陳凡女士、他循環経済弁公

室の関係者数名が出席した。双方の挨拶後、直ち

に本題に入り許世国氏から資料に基づき市政府の

幹部、組織そして本題である貴陽市循環経済型生

態都市建設プロジェクトについて説明がなされ

た。その内容は、地元で豊富に産出するリン鉱

石、石炭をもとに、これらの工場を循環型で発展

させたいこと。環境インフラ建設、金陽新区プロ

ジェクト、生態農業建設、中小企業汚水処理、循

環経済法規体系の構築、人材育成である。最後

に、貴陽市政府は、本協会を窓口として、環境改

善や循環型社会に役立つ技術や人材育成の面で、

千葉県、千葉市なども含めて日本の協力や交流を

得たいとの希望も述べられた。貴陽市政府の訪問

後、現在貴陽市で活動中の日本ＪＩＣＡの専門家

グループの事務所を訪問した。同グループは、貴

陽市大気汚染対策計画調査を実施中で、その調査

内容や貴陽市の大気汚染概況について聴取した。

それによると、大気汚染源は、やはり市内の大工

場で、主要大気汚染物質は、SOxとふん塵、時期

は１１月であるとのこと。日本ＪＩＣＡの発展途

上国援助の現場を具に見聞出来たことは大きな収

穫であった。その後、市政府の案内で、市の名所

甲秀楼公園を見学した。ここには、市内最大の河

川である南明河が流れており、目視ではあるが、

少し青く濁っており、H2Sと想像される異臭が一

寸気になった。午後は、市街が一望出来るという

黔霊山公園を訪問した。途中、ダム湖である黔霊

湖に下車し、唐常源団員による水質検査を行っ

た。湖の巾は１kmはあると思われるが、１１月と

いうのに、遠泳を楽しむ人々が数人見受けられ

た。一旦ホテルに戻って小休止後、夕方の１６時

３０分に貴州工業大学の表敬訪問を行った。日本

側は訪中団と小柳秀明ＪＩＣＡ専門家の７名、大

学側は、朱立軍学長他数名であった。ここでは、

双方の挨拶後、明日（４日）に開かれるシンポジウ

ムの進め方を主題として打ち合わせを行った。な

おこの日の夕、現地における日中環境協力者の交

流会が開かれた。

（３）１１月４日（火）

　本事業の主要な１つである循環型社会日中シン

ポジウムの日である。７時３０分にホテルを出

発、８時に会場（貴州工業大学）に到着した。シン

ポジウム出席者は、中国側は主催者である貴州工

業大学の朱立軍学長、貴陽市政府の黄秋斌市長助

貴陽市人民政府訪問、会議室にて挨拶後の日中協議
（11月3日）
左より２人目女性陳凡女士、３人目黄秋斌氏、４人目（顔
を向けている人）許世国氏

貴陽市人民政府訪問、会議室にて日中協議を終えて
（11月3日）
前列　左より小柳秀明、袖澤利昭、黄秋斌、鈴木伸、
　　　許世国、横山寛の諸氏
後列　左より唐常源、小関光二、陳凡の諸氏
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理、許世国環保局副局長及び貴州工業大学の関係

者、日本側は、本協会の訪中団の他に、ＪＩＣＡ

専門家小柳秀明氏で日中合わせて約８０名であ

る。８時３０分主催者３者の挨拶によりシンポジ

ウムはスタートした。シンポジウムでの日本側発

表は６件、中国側は同じく６件、講演者および演

題は、表３の通りである。表３の他に小柳秀明氏

によるＪＩＣＡの活動内容の紹介もなされた。１

７時過ぎまで日中双方の熱心な発表がなされ、お

互いに相手国の環境と対策の現状について理解を

深めることが出来たことは大きな進展であった。

シンポジウム終了後、貴州工業大学側から、共同

テーマについて提案がなされたが、時間の関係で

討論までには至らず、今後継続検討することとし

て、今回のシンポジウムは終了した。この夜、貴

州工業大学主催の訪中団歓迎会が市内のホテルで

開かれ、その席で中国との交流橋渡しに尽力され

た郭啓民氏に対し、本協会特別専門研究員の委嘱

状が鈴木伸団長より手渡され、日中全出席者の万

雷の拍手のもとに郭啓民氏は祝福を受けた。

（４）１１月５日（水）

　午前中貴陽市政府、貴州師範大学主催の「貴陽

市循環経済都市建設学術報告会」が貴州師範大学

において開催された。この報告会には（元）国連大

日本国際協力機構（JICA）、貴陽市大気汚染対策計画調査
室訪問（11月3日）
前列　左より酒井敬、鈴木伸、加来秀典の諸氏
後列　左より付麗華、田畑亨、郭啓民、唐常源、瀧和夫、
袖澤利昭、城戸伸夫、横山寛、藤川政徳、小関光二、
内田顕、小柳秀明の諸氏

貴州師範大学レストランにおける日中環境協力者の交流会
（11月3日）
前列　左より鈴木基之、陳凡、許世国、鈴木伸の諸氏
後列　左より唐常源、袖澤利昭、横山寛、小柳秀明、
城戸伸夫、安楽岡顕、小関光二、郭啓民、瀧和夫の諸氏

貴州工業大学における日中環境シンポジウム（11月４日）
朱立軍学長の開会挨拶

貴州工業大学における日中環境シンポジウム（11月4日）
会場風景

貴州工業大学における日中環境シンポジウム（11月4日）
小関光二団員の講演
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表３　日中シンポジウム講演者及び演題

　　　講　演　者 　　　　　　　　　　　　演　　　　　題

１．小関光二 千葉県の廃棄物対策

２．瀧和夫　 日本における水環境保全及び再生上の問題点

３．伊藤昭治 （紙上発表）千葉県の大気汚染と省エネルギー

４．袖澤利昭 資源エネルギー及び環境問題－日本の環境浄化触媒の現状と将来－

５．唐常源 流出域における硝酸態窒素の挙動および自然浄化の可能性

日
　
本
　
側

中
　
国
　
側

ＪＩＣＡ貴陽調査団員

６．郭啓民　　　　　 日本電力セクターの環境対策と取り組み－千葉市を例として－

１．毛健全 湿式脱硫技術（ＦＧＤ）における石灰石－石膏法と白雲石の比較研究

２．呉　攀 カルスト地質における地下水持続使用可能対策についての研究

３．陳豪立 循環型経済理念を実現する一つの実例

４．呉邦信 循環社会を築く水資源保護と開発利用の新しいモード

５．陸天友 貴州省都会と田舎の町での汚水処理工事建設現状と企画

６．顧尚義 阿合ダムの水環境に関わる水質と水量の変遷と汚水対策

貴州工業大学における日中環境シンポジウム（11月4日）
シンポジウム終了後の日中主催団体関係者の合同記念撮影
前列　貴州工大　女性職員
後列　左より　小関光二、貴州工大職員、袖澤利昭、
朱立軍、鈴木伸、黄秋斌、毛健全、横山寛、付麗華の諸氏

貴州工業大学（朱立軍学長）主催の訪中団に対する歓迎晩
餐会（貴州飯店）（11月4日）
鈴木伸団長より郭啓民氏（数理計画、JICA事業協力者）の
本シンポジウムを含む日中環境協力功績を披露の上、日中
科学技術交流協会会長名による第1号の環境専門委員会特
別研究員委嘱状を郭啓民氏に交付。朱立軍学長ら全出席者
より祝福の乾杯。

基之氏の講演内容は、自ら提唱したゼロエミッ

ションの考え方について、又、鈴木伸団長は「日

本における大気環境問題の変遷と私の係わり５

０年の回顧」と題して講演を行った。訪中団の一

部団員は、途中より退席し、貴陽市郊外の環境

調査に向けて出発した。午後１４時より、貴陽

市政府と鈴木伸団長は、袖澤副団長に鈴木基之

氏と小柳秀明氏を加えて、今後の日本と貴陽市

との協力問題について話し合った。内容として

は、本協会を窓口として、貴陽市と千葉県や千

葉市と循環型社会推進に関し、協力関係を結ぼ

学副学長の鈴木基之教授と本協会訪中団の鈴木伸

団長が外国人専門家として招待講演を依頼されて

いたものである。出席者は�貴陽市循環経済各責

任団体、�貴州省関連研究機関、�貴陽市循環経

済試行機関、�貴陽市循環経済弁公室全員、�貴

州師範大学である。会場の多機能ホールは超満員

であった。参加者には、プログラムの他に、訪中

背景、２名の講演者、ＪＩＣＡ専門家小柳秀明

氏、貴陽市大気汚染対策計画調査団長の安楽岡顕

氏及び本協会の訪中団全員の紹介パンフレットが

配布され、又、口頭による紹介も行われた。鈴木
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貴州師範大学における貴陽市循環経済都市建設学術報告会
（11月5日）
開会前の会場風景（左より　訪中団唐常源、瀧和夫団員ら
　前列　訪中団席に着く）

貴州師範大学における貴陽市循環経済都市建設学術報告会
（11月5日）
昼食を終えて
前列　左より　袖澤利昭、許世国、鈴木基之、
　　　　　　　伍鵬程（校長）、鈴木伸、劉肇軍（副校長）、
　　　　　　　安裕倫（地理・生物化学学院長）の諸氏
後列　左より　小柳秀明、趙涛（外事弁公室副主任）の諸氏

貴州師範大学における貴陽市循環経済都市建設学術報告会
（11月5日）
開会式（招待講演者ならびに主催団体代表全員壇上の席に
着席して）
右より　陳凡、許世国、黄秋斌、鈴木基之、劉肇軍、
　　　　鈴木伸、その他の諸氏

貴州飯店における貴陽市主催の日本側訪問団（日中科学技
術交流協会訪中団一行、鈴木基之（元）国連大学副学長、
小柳秀明JICA専門家）に対する歓迎晩餐会（11月5日）
会終了後
前列　左より　鈴木伸団長、李忠副市長
後列　左より　小柳秀明、田偉、鈴木基之、
　　　貴陽市幹部（氏名不詳）、瀧和夫、横山寛、
　　　貴陽市幹部（氏名不詳）、小関光二、
　　　貴陽市幹部（氏名不詳）、陳凡の諸氏
　　　（黄秋斌、許世国氏らは所用のため途中退席）

貴州飯店における外国人専門家鈴木伸訪中団団長に対する
記者会見（11月5日）
右側　鈴木伸団長、通訳、陳凡女士
左側　撮影する報道機関のカメラマンと
　　　質問者（白服の女性）

貴州飯店における鈴木伸訪中団団長と貴陽市李忠副市長対
談（11月5日）



2004年（平 16）年 3月 20日 日中科学技術 No. 108  ( 7 )

うということで、今後関係機関と本協会が協議す

ることとなった。夕方、講演者２名に対する記者

会見が貴陽市内ホテルで約３０分行われた。その

後、貴陽市李忠副市長による日本側訪問団一行に

対する歓迎晩餐会が同所で開催され、貴陽市政府

関係者との交流を深めた。

（５）１１月６日（木）

　現地調査の日である。午前中は、目下、貴陽市

政府が最も力を入れている新都市金陽新区の建設

現場の見学である。金陽新区は、現在の貴陽市市

街地が手狭になり、都市環境が悪化したことか

ら、新都市を作り、主要な都市機能を移転しよう

とする計画である。この計画がスタートした段階

で、貴陽市が循環経済型モデル都市に指定された

ため、この新区も循環型の都市で建設しようとす

るものである。計画は壮大で、面積１０６km2、

人口５０万人、完成２０５０年としている。既に新

庁舎も完成し、２００４年１月から新庁舎で業務を

開始するという。又、住宅計画には現在１万世帯

が既に予約済とのことである。午後は、貴州省清

鎮市にある貴州水晶有機化工（集団）株式会社の工

場見学である。名前は水晶となっているが水晶と

は関係なく、これは会社のマークであるとのこ

と。業務内容は、石炭を原料とした有機化学工業

である。楊代華副社長の説明によると、１９１５年

に設立され、従業員４８００人、年間生産高４億元

であるという。主要製品はカルシウムカーバイト

とこれを原料とする酢酸及びその誘導体である。

また、副産物としてできるカーバイトかすを利用

して、セメント、レンガ等の建材も製造してい

る。カーバイト→アセチレン→アセトアルデヒド

→ポリビニールアルコールの製造では、日本では

苦い経験をした水銀触媒による技術があり、副社

長の説明でははっきりしないが、１９９８年に生産

ラインを停止し、新しい製造ラインを日本の援助

で建設中との説明があった。工場内見学では、

カーバイトかすと思われる白い泥状物が素堀の池

に堆積されているのが散見され、排水問題が気に

なったところである。この日の夜は本協会主催

で、貴陽市政府、貴陽市の各大学の代表者８名を

招聘し、神奇大酒店で答礼宴を行い、現地関係者

に厚く感謝の意を表した。

４．北京清華大学訪問
（１）１１月７日（金）

  貴陽市での５泊６日の滞在日程が全て終わり、

貴陽発９時２０分の中国南方航空ＣＺ－８６１１便

に搭乗し北京に向かった。北京空港に予定通り

１２時に到着、旅行社手配のマイクロバスにて予

約のクラウンプラザ五州北京ホテルに到着した。

北京は前夜珍しい大雪で、一面銀世界に覆われ、

お陰で空気は澄み昨年訪問した時とは大違いで

あった。街路樹の枝があちこちで雪の重みで折

れ、樹木もさすがにびっくりしたと思われる。こ

の日はホテルで休息をしたり、一部団員は北京市

内の散策に出かけたりしたが、夜はホテル内のレ

ストランで青島市環境保護局副局長の王軍総工程

師の歓迎を兼ねた夕食会を行った。王軍氏は昨年

（平成１４年）訪中団が青島市を訪問した際、大変

お世話になった方で、今回は青島市のその後の状

況を聞くため、北京に特別招聘したものである。

（２）１１月８日（土）

　午前中、清華大学を訪問した。清華大学は、中

国政府の循環型社会創造に係る政策立案に深く係

わっている機関で、本協会と昨年来協力関係を確

立している大学である。交流会は９時から開始さ

れ、日本側の出席者は訪中団６名と本協会特別専

門研究員に委嘱されたばかりの郭啓民氏、客員と

してＪＩＣＡ専門家小柳秀明氏、青島市の王軍総

工程師、それに通訳の丁曼女史である。清華大学

側は何建坤副学長、貴陽市における循環型経済計

画立案に関与している張天柱教授、昨年来交流の

ある劉濱副教授と 慶女史の４氏である。

　清華大学からの説明の要旨は、�清華大学は循

環型社会の構築に力を入れていること、�国家発

展改革委員会への協力、�日本の慶応大学や本協

会の協力を得て日本の実情調査を行い報告書をま

とめたこと、�日本の循環型社会基本計画を勉強

中であること、�中国のモデル都市、特に貴陽市

の計画には深く係わっていること等で、これらに

つき意見交換を行った。中国政府の意向がよくわ

かり非常に有意義な交流会であった。

５．青島市との交流
　１１月８日（土）午後１５時よりホテルレストラ

ン会議室において、昨日北京入りした青島市環境
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保護局副局長王軍総工程師と小柳秀明氏を加え

て、昨年以来の青島市の状況変化等につき意見交

換を行った。王軍氏によると、青島市はエコ社会

を重視し循環型経済を中心にプロジェクトを行っ

て、経済と環境の両立を目指しているとのことで

ある。具体的には、�工業部門では火力発電所、

製鉄工場、ビール工場で廃棄物をほぼ１００％再
ロウ

利用をしてること、�ビール工場の水源である

山ダムの水質保護のため、流入廃水を処理する土

壌浄化法の施設を設置したこと、�工場開発区で

の地区ごとのＩＳＯ１４００１の認証取得等であ

る。又、問題になっていることは、�産業廃棄物

の堆積場、�畜産廃棄物、�食品廃棄物、�医療

廃棄物、�地下水問題（黄河の影響を受けてい

る。）、�膠州湾の赤潮等である。

　現場で指揮を執っている王軍氏の話は、具体的

で日本に対して低コストで優れた技術を求めてい

る様子がうかがえ、意義深いものであった。

６．おわりに
　本協会のこの日中共同研究事業は、循環型社会

の創造という多くの分野にまたがる広い範囲の

テーマであるが、産、学、官の経験を生かして進

められ、多くの成果を得て本年度も終了した。特

に、中国社会に大きな影響力を持っている地方

政府の責任者や国・地方政府政策に深く係わり

を持つ大学との共同事業の成果は、間接的では

あるが、広く中国社会にも浸透して行くものと

考える。この意味で本事業は有意義なものと考

えている。

　最後に、本事業を資金面で支援して戴いた環境

事業団に厚く感謝の意を表します。又、本事業の

清華大学との学術交流後の記念撮影（11月8日）
左より　劉濱、郭啓民、小柳秀明、王軍、何建坤、唐常源、
　　　　鈴木伸、瀧和夫、袖澤利昭、横山寛、小関光二、　
　　　　　慶、張天柱の諸氏

北京のクラウンプラザ五州ホテルにおける青島市環境保護
局王軍総工程師との学術交流（11月8日）
左より　横山寛、袖澤利昭、小関光二、丁曼、王軍の諸氏

実施に際して現地で終始同行し、適切な助言を与

えて下さったＪＩＣＡ専門家小柳秀明氏、又、貴

陽市で行動をともにした（元）国連大学副学長の鈴

木基之氏、いろいろ協力を戴いた数理計画の安楽

岡顕氏、郭啓民氏を始めＪＩＣＡ専門家の方々に

心から御礼申し上げます。更に、本事業に一体と

なって協力して戴いた本誌文中に記載の中国の貴

陽、北京の各大学、貴陽、青島等地方政府の

方々、又日中科学技術文化センター韓慶愈理事長

など国内でこの事業を支えて下さった方々にもこ

こに厚く御礼申し上げます。

体冬

編集後記
　この会報１０８号は昨年実施された「循環型社会の
創造に関する日中共同研究」の特集です。

　地球環境基金の助成を受け、２００２年度から実施
してきた中国との循環型社会創造についての共同研
究は2年目、今年度は協会の環境専門委員会のメン
バーを中心に、中国で循環型モデル都市第１号の貴
陽市への訪問が実施されました。
　詳細は本文をお読みいただきたいと思いますが、
環境専門委員の皆さん、特に委員長で今回も調査団
の団長を務められた鈴木副会長の中国環境改善に対
する長年の尽力には頭が下がります。　　　　（Ｙ）


